


















10 学びのアウトプット 

 

探究活動の成果をアウトプットする機会もつくってきた。校内におけるグローカル学習成果発表会を

はじめ校外での発表会にも参加して自らの学びを振り返る貴重な機会になった。 

 

①グローカル学習成果発表会 

 今年度は、えびの市文化センターを会場に対面とオンライン

を併用したハイブリッド形式で実施した。全国各地の高校や大

学、企業の方も参加し「地域貢献」「地域探究」「地域支援」そ

れぞれの活動について、生徒主体の活動成

果を報告した。ｗｉｔｈコロナの中でも実

践を重ねてきたことで深い学びにつながっ

ていたのが分かる成果発表会となった。 

なお、当日はテレビ取材もあり様子を右の QRから視聴できるようになっている。 

 

②宮崎県高校探究活動発表会、宮崎県立高校フェスタ（普通科総合コース） 

県内の探究活動に取り組む高校が集まり初開催されたポスターセッションに総合コース３年生が参加

した。多くの高校生の前で発表するのが初めての生徒も多かったことや他校の活動に触れることができ

たことで研究の方法やプレゼン力などを学ぶ貴重な機会となった。また、パネルディスカッションも行

われ本校生５名が代表として登壇し本校の活動について県内に広く知ってもらう機会にもなった。 

   

ポスターセッションには大勢の高校生観覧者       パネルディスカッション 

 

③MSECフォーラム、全国高校生 SBPチャレンジアワード、全国高校生マイプロジェクトアワード宮崎

summit、全国高校生ボランティアアワード、ひなた場（普通科探究コース） 

 

全国高校生 SBPチャレンジアワード 三井化学特別賞 

全国高校生マイプロジェクトアワード宮崎 summit 特別賞 

 

④課題研究発表会（生活文化科） 

 

 



11 本事業における生徒の変容 

 

高校１年次と高校３年次を比較（２０１９年度入学生対象）してみると、本事業において生徒たちが大き

く変容していることが見受けられる。 
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高校１年  

75.3% 
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95.4％ 

 

 

地域貢献・探究・支援活動を通して学んだこと（生徒回答） 

・人との繋がり方 

・人との対話 

・トラブルの対処 

・チームのリーダーとしての行動 

・話し方 

・表現の方法 

人との繋がり 

仕事内容など。 

また、直接外での大人の人と関わってみて（ほうれんそう ）が本当に大切だと感じた。 

活動するためになにが大事かがわかった 

自分自身のことを見つめ直すいい機会になった 

･地域で活動している人の大変さやその活動の大切さを学ぶことが出来ました。 

･地域支援活動の中で将来自分がやってみたいことを見つけることが出来ました。 

･地域支援活動の中で仲間との協力がとても大切だということを知ることが出来ました。 

環境について、目標、やりたいこと、 

ちゃんと考えて活動すること、 

コミュニケーション能力 積極性 

地域支援活動を通して、コロナ禍であり、その中で実習に行ける回数も少なくなったりしましたが、自分達

の力で１から何か物事を考えて達成するというやりがいと楽しさを学べました。失敗をしてもその失敗を次

に活かす大切さを感じました。また、実習と後半の活動を通して、仲間と意見を出し合って助け合う力も身

に付ける事が出来ました。最後の学習成果発表会では、緊張しながらではありましたが、自分達が学んで来

た事を十分に発表し、文章もしっかり覚える事が出来たので良かったと思っています。このような機会を頂

 



けた事・学べた事感謝しています。この学べた力をしっかり将来働く際に活かせられたら良いと思いまし

た。ありがとうございました。 

・LGBTQ+についてあまり知られていないこと。 

・LGBTQ+という言葉は知っているが意味まで知ってる人が少ないこと。 

・日本の学校では LGBTQ+の人に向けた対応が進んでいるところとまだあまり進んでいないところの差が

結構あること。 

忍耐力・精神力・コミュニケーション能力・仕事をする事の大変さ 

仕事の大変さやその職業でのやりがい、コミュニケーションの大切さなど学ぶことが出来ました 

コミュニケーション能力 対応力 臨機応変に行動すること 

活動するにあたって、準備の大切さを改めて感じることが出来た。また、臨機応変に対応出来て、自分も視

野を大きく広げることが出来て良かった。 

支援活動を通して私は最初は事業所で分からない事がありまりできない作業が多かったですが実際にやって

見て行動する事が大切だと学びました。 

また、自分が関心を持っていなくてもまずやって見ることによって新しい気づきを得ることが出来ると思い

ました。 

・挑戦してみることの大切さ 

・協調性 

・積極性 

・コミュニケーション能力 

・忍耐力 

・できないってあきらめから入らずに 

活動を始めた自分自身が楽しむことの大切さ 

・人間関係(人との関わり) 

・思いやり＆気配り 

・臨機応変に対応する力 

・自分の活動の何を 1番に伝えたいのか工夫したりする能力(見やすさ・分かりやすさ) 

・失敗を経験すること(失敗を怖がって逃げないことの大切さ) 

・責任感の大切さ 

・1つの事柄からでも探求することで得ることのできる学びの面白さ 

・報告､連絡の重要性 

・計画性 

・先を見越しての効率的な活動の仕方 

・リーダーとして周りへの指示の仕方 

活動する上で、1人でできないことでも、様々な人と協力すればできる範囲が広がった！！ 

私たちは~駅を変える~をテーマに活動していて、イルミネーションなどの企画を実行してきた。観光列車

などの企画がコロナの影響で中止となってしまったけど、こういった企画は、地域の方々など、様々な人の



協力があってこそできていたんだと改めて思う。 

 

また、探究活動を通して、プレゼンテーションの作成や発表、人と協力すること、まとめる力を身につける

ことができた。 

事業所に行き行く前はコミュニケーション能力は自分にはある方だと思っていたが、実際に大人の人や地域

の人と関わることで自分にまだまだコミュニケーション能力が足りないと思いました。ですので、これから

は日々の生活でたくさんの人と話将来保育士になった時に子供たちの前で話せるようにコミュニケーション

能力を付けたいと思いました。そして、地域の方の為に何かをするってことで、実習に行った際に課題をみ

つけそれを支援することによって地域の方に喜んでもらえるんだと学習することができました。 

対話の重要性 

課題を俯瞰して考えることの大切さ 

コミュニティを広げることの大切さ 

何をどうすれば達成できるか考えることができた 

将来の夢の必要なスキル、積極性 

地域支援活動を通してたくさんのことを学びました  

正一に行かしていただき社会について吸収できました。挨拶や基本のことを教わり将来に生かしていきたい

と思います 

地域に携わることで多くの人達と関わり合い、自分が体験できなかった貴重な経験を通じて社会でも通用す

るぐらいに成長する必要があると思いました、コミュニケーション能力や技術といったことに活用出来るの

で貢献することは自分のためにもなると思いました。 

自分にどんなスキルが必要になり、これからどのように頑張っていく必要があるのか明確に知ることが出来

ました。 

・色々な視点から物事を見て、考える 

・今の自分たちに実行できることを考える 

・地域活性化のためには自分たちの意見だけではなく、地域の方などより多くの人の意見を取り入れること 

地域支援活動では、えびの市の農業について学ぶことが出来ました。自分たちで農家の方々のところに実際

に行き、体験させていただくことで、作物を育てる難しさや、生き物を育てる大変さを改めて知ることがで

き、食への感謝の気持ちをよりもつようになりました。特に学校での作物の栽培では、土づくりから始め、

肥料の分量や農薬の種類まで教えていただき、作物は時間や手間をたくさんかけて美味しいものができるの

だと感じました。また、地域支援活動では、クラス全体で取り組むこともたくさんあり、クラスのチームワ

ークも大切だと思いました。 

コミュニケーションと行動力を発揮できた。 

人に接することができた。 

1 年間保育園で学んだことは年齢が違うことで接し方や話が全然違くて難しかったことです。相手に分かり

やすく話ができるように言葉を考えたり顔の表情で会話をすることが大事だと知りました。 



地域探究を通して挑戦することの楽しさ、とりあえずやってみる！ことの大切さを学びました。飯野高校に

入らなければ出会わなかった方や考え方、また自分に出会うことが出来、3 年間ワクワクして活動をするこ

とが出来ました。活動をする中でチームのみんなや大人の人と協力したり自分の考えをほかの人に発表した

りし、積極性やコミュニケーション能力を高めることが出来たと考えています。他にもパワポなどこれから

も必要となってくる力も身につけることができたのではないかと思っています。これも、挑戦したからだと

思っているので、今思うとたくさんの挑戦する機会のある飯野高校に入学できてうれしいし、誇りに思いま

す。未来カフェでチャンスは自分の周りにたくさん落ちているということも学んだので飯野高校で身につけ

た力を使ってこれからもワクワクすることを忘れず、多くのことに挑戦したいです！ 

お客様に喜んで貰えるように、意見を出し合ったり、工夫をすることの大切さ 

目上の方との接し方 

実行・実践することの大切さ  

頼ること・人を巻き込むことの大切さ  

言葉にすることの大切さ 

自身のキャパシティ 

トーク力 論理的思考力  

多くの人と繋がることの大切さや何事もまずはやってみるということが大切ということを学んだ 

・コミュニケーション力 

・積極性 

・継続力 

・耐久性 

・多くの人に知って欲しいことは自分から発信すること 

・伝えることの難しさ、大切さ 

・少しでも興味を持ったら挑戦すること 

・挑戦した分だけ、自分とは違う考え方や様々な視点を学ぶことができたこと 

・相手への配慮 

・相手に伝わるパワーポイントの作り方 

・日本や世界の現状(LGBTQ+) 

事業所に行き、私は、将来保育士になりたくて、保育園を選び、将来に繋がることを学べてよかったです。

他にも A クラスで決めて募金をしたりなど、自分たちで考え行動して人々の役に立てたことがとても嬉しか

ったし、して良かったなって思いました。これからも地域に役に立つことをして行けたらいいなと思いま

す！ 

何事もチャレンジ、積極性が大事 

地域の温かさ 飯野高校の様々な取組みでの経験 えびの市の良さ 

起業について 

幅広い視点を持つこと 



自分の知らない地域の魅力を知り、地域について考えることが出来てとても楽しかったです。また、仕事の

体験をさせて頂く中で食物を育てることの大変さ、命、人との繋がりの大切さを知ることを学ぶことができ

良かったです。 

コロナ禍で LCA があまり出来なかった時でも学校で同じ事業所の人達と、どうやったら子供たちを楽しま

せることが出来るのかと言う企画を考える事が出来ました。 

〇どのような工夫をしたら地域の人に喜んでもらえるか 

〇自分から動いて情報を得ることの大切さ 

〇得た情報の分かりやすい伝え方 

〇同じ活動をしているメンバーと協力して進めていく協調性 

介護職の大変さと、コミュニケーション能力の大切さ 

・えびの市の現状や紛争の状況をより深く知ることが出来た 

・高校生だからできないという事は無い、何か違う視点から考えれば少しづつ貢献する事が出来る 

地域貢献活動を通して、食育の大切さや食材を大切に扱うことを学ぶことができた。 

早めの行動大事！！ 

人脈大事！！ 

知識大事！！ 

・自主性がついた。 

・自分の視野を広げたり、考えを深めたり出来るようになった。 

・想像できない人との繋がりを持つことが出来た。 

・人と交流することで、多様な考えを少しずつ受け入れられるようになった。 

・ゴールに向けての計画性が正確になった。 

・早め早めに終わらせることを意識出来るようになった。 

・分からないことを分からないままにせず、人に聞いたり調べたりすることが習慣化できた。 

・人に真剣な話をすることに対して、抵抗が少なくなった。 

・話の繋げ方が前に比べると上手くなった。 

・話したことの無い人と話すことが苦じゃなくなった。 

・同じ目的を持った人達と真剣に話すことで、地域のことをもっと好きになれた。 

・挑戦することが楽しいと思えるようになった。 

・挑戦しないと成功も失敗も得られないと気づけた。(「とりあえずやってみる」精神を理解し受け入れる

ことが出来た。) 

・本気でなにかに取り組んでいる人には、見方も出来るし手伝ってくれる人がいると知れた。 

・飯野高校に入学し、卒業できることが誇らしいと思える。 

自分の住んでいる地域では、あまり知られている訳では無いけど色んな人の手がかかっている特産物などが

あることをしれた。活動として開催することはできなかったが、少しは周りに知ってもらえることが出来た

と思う。 

介護施設の大変さ 



コミュニケーションの大事さ 

小さい子との接し方など学べたし自分から行動することが身についたので良かったです。 

コミュ力 

地域の人とのコミュニケーションで今までより高年齢の方とも話せるようになった。 

いちいち指示をされないので自分で仕事を見つけ積極的に活動することが出来るようになった。 

地域貢献で実際に活動することによって目に見えていなかったことを自分たちで解決出来る力が高くなった

と思いました。 

高校では学ぶことのできない 5つ以上年下の子への接し方や実際に体験して分かる先生の仕事の大変さなど

を沢山学ぶことができました。 

怯まずにチャレンジすること！ 

人と繋がることの大切さ、アクションを起こす大切さなどたくさんのことを学びました。アクションをひと

つ起こすとほんとにたくさん成長できるし気持ちもワクワクして探究することができました！ 

自分の語彙力の無さと視野を広げてなにか行動に移すことの大切さ 

人前で話すための事前の準備だったり、どんなパワーポイントが見やすいのか、人をまとめる大変さだった

り、話し方・自分のやりたいことを実際に形にして実践することのできる楽しさを学びました。 

結構巻き込まれてくれる大人っているんだなぁって思いました。私もそういう大人になりたいです。 

積極的に話しかけること 

色んな人と話すと色んな考えに触れることができたこと 

身近な人や先生に頼ってもいいこと 

人脈がいかに大切か 

人とのコミュニケーションや、周りを見る力 

計画しても思い通りにはならないこと 

●地域の人と関わる機会があり、自分の持ち味のコミュニケーション力を活かしてたくさんの人と話すこと

によって自分が知らなかった事に視野を広げることが出来たので楽しかった 

●自分たちで課題解決をすることによって、次の課題を見つけることに新鮮さを感じた！！ 

どの活動をするにしても、責任や覚悟をしっかり持つようにすること。 

目的や目標をしっかり持つ。 

人との関わり方 繋がりの重要性 

準備の大切さ メモをとることの大事さ 

自分で何か考えて活動をすることが今まで無かったけど、支援活動をする中で事業所のためにできることを

考えて自分から動く機会ができた 

 

 

 



12 成果の普及方法・実績について 

①各研修会やメディアを通じて本校の取組みを発信している。 

・グローカル学習成果発表会の開催（県内外、市内中学校、地域住民 約 100名参加） 

・全国グローカルリーダーズ summitの実施（県内外から約６０名参加） 

・宮崎県立都城商業高校職員研修 

・えびの未来カフェの開催（本校生＋地域住民 90名参加 ※オンライン） 

・ＭＲＴ（宮崎放送）みらい みらい まなび隊「生活文化科の取り組み」授業紹介 

・ＵＭＫ（テレビ宮崎）のびよみやざきっ子 「地域探究活動」紹介 

・ＵＭＫ（テレビ宮崎）スーパーニュース 「ひなた場の取り組み」紹介 

・ＭＲＴ（宮崎放送）ニュース Next 「地域探究活動」紹介 

・ＭＲＴ（宮崎放送）ニュース Next 「探究活動」紹介 

・宮崎日日新聞掲載「地域貢献活動」「地域探究活動」「地域支援活動」 

・視察受入（熊本県立松橋高校、熊本県立八代高校、長崎県立上五島高校、熊本県立高森高校、静岡県立

川根高校、青山学院大学、宮崎県企業同友会児湯支部） 

・熊本県マイプロジェクト教育関係者研修会 

・朝日中高生新聞「地域探究活動」 

・探究２０２２掲載「探究活動」 大学新聞社 

・月刊先端教育掲載 

・東京都桜堤中学校とのオンライン交流 

・岡山県津山４高校連携講座における事例紹介 

・南九州大学との連携協定 

 

報道資料 



 




